
【正誤表のご案内】

カシオ計算機株式会社

以下の内容に間違いがありましたので、お詫びして訂正いたします。 CSR推進室/環境センター

1 ”創造”と”貢献”の歩み　P2
　事業活動を通じて （誤）1983年　●ポケット液晶カラーテレビ

「TV-1000」発売 （正）「TV-10」

2 カシオグループのネットワーク　P6
　日本の生産・販売拠点 （誤）■カシオ東京システム販売株式会社 （正）削除する 補足：カシオ東京システム販売は、

　　　　2004年4月にカシオ情報機器

3 コーポレート・ガバナンス　P14 　　　　へ業務移管されました

　コーポレート・ガバナンス体制図 （誤）会計監査法人 （正）会計監査人

4 CSR経営の推進　P15
　CSR推進体制図 （誤）企業改革推進PJ 　　

　　　（コンプライアンス）　→P12 （正）→P16

（誤）リスクマネジメントPJ　→P13 （正）→P17

（誤）個人情報保護PJ※　→P14 （正）→P18

5 個人情報保護　P18
　※プライバシーマーク （誤）日本情報開発処理協会 （正）日本情報処理開発協会

6 グリーン商品事例　P41
　EXILIM　CARD　EX-S500 （誤）上から6行目「さらに、EXLIMエンジン」

　EXILIM　ZOOM　EX-Z57 （誤）タイトル「EXLIM　ZOOM　EX-Z57」

（誤）写真のキャプション 「EXLIM　ZOOM　EX-Z57」

7 物流における環境配慮　P49
　国内物流におけるCO2排出量削減　 （誤）上から16行目「・・・は大幅に増加しました。これらの結果、総量で （正）「・・・は増加しました。これらの結果、総量で前年比104％

　　　前年比119％、売上高原単位で前年比106％となりました。」 　　　売上高原単位で前年比93％となりました。」

「国内物流に伴うCO2排出量/売上高

　原単位」の推移グラフ （誤）鈴鹿流通センター　→　得意先のCO2排出量及び合計値 （正）

         5,138             4,477             5,334          4,323             3,278             3,416

　　　　1,111             1,633             2,615           296                 435                697

       2000年度　　　2003年度　　　2004年度        2000年度　　　2003年度　　　2004年度

　　　及び売上高原単位

　　　　1.91              1.50                1.59          1.60                  1.10              1.02

       2000年度　　　2003年度　　　2004年度        2000年度　　　2003年度　　　2004年度

　海外物流におけるCO2排出量削減 （誤）2004年度地域・ルート別CO2排出量 （正）

　　※表組みの中で項目の合計が合わない場合

　　　 がありますが、端数処理の関係です。

（正）EXILIM

船舶 空輸 鉄道 計

北米 246 784 113 1,143

欧州 139 823 962

日本 384 592 1 976

中国 11 59 70

ASEAN 15 0 15

計 794 2,258 114 3,166

船舶 空輸 鉄道 計

北米 9,504 35,218 1,303 46,025

欧州 8,854 29,849 38,703

日本 2,960 7,338 1 10,299

中国 132 521 653

ASEAN 79 0 79

計 21,530 72,926 1,303 95,759


